
不倫慰謝料での弁護士の選び方

□ 無料相談ができる弁護士を選ぶ
□ 電話やビデオ通話で相談できる
□ 不倫慰謝料の請求に力を入れている
□ 不倫慰謝料の請求で経験豊富な弁護士を選ぶ
□ 司法書士や行政書士ではなく弁護士を選ぶ
□ 事務所概要だけで弁護士を選んでいない
□ 家からの距離で弁護士事務所を選んでいない
□ 知人の紹介というだけで弁護士を選んでいない
□ 不倫慰謝料の営業時間を確認する
□ 不倫事務所名で検索をする
□ 所属弁護士会が記載されていることを確認する

■相談前のチェックポイント

□ 上から目線の偉そうな弁護士ではない
□ 家庭の悩みを何でも相談したい弁護士を選ぶ
□ 事務員・弁護士の対応に不安を感じる部分はない
□ 法律相談は弁護士がきちんと対応してくれる
□ あなたの質問に弁護士がきちんと答えてくれる
□ 慰謝料のデメリットも正直に話してくれる弁護士を選ぶ
□ 解決までの道のりを具体的に説明してくれる弁護士を選ぶ
□ 慰謝料の見込み金額を教えてくれる弁護士を選ぶ
□ 弁護士費用の説明が丁寧な弁護士を選ぶ
□ 委任契約書の説明が丁寧な弁護士を選ぶ
□ 成功報酬制を採用している（自己負担がない）
□ 依頼後のやりとりが電話や郵送、メールで完結する
□ メールで問い合わせた際の返事が早い
□ しつこく依頼を勧めてこない弁護士を選ぶ

■相談時・相談後のチェックポイント

浮気の証拠の有力度チェックリスト

・単体でも有力な証拠となり得るもの

自白を含む音声データ

探偵の調査報告書

肉体関係があったと推測できる
写真や動画

【有力度の高い証拠例】
□ラブホテルに出入りする瞬間
□旅行など長時間２人で滞在していると推測できる場面
□早朝に相手の家から出てくる場面

【有力な証拠とはいえない例（※）】
□２人でレストランで食事をしている場面
□２人で手をつないで歩いている場面

※ただし、他の証拠とあわせることで有力度が上がる場合もあるので、破棄せず
　保管しておくとよい。

肉体関係があったと推測できる
チャットやメールの画面

【あなたとの会話の場合】
□あなたに対して、浮気相手との性行為の存在を認める発言をしている

【浮気相手との会話の場合】
□性行為に言及している
□会話の内容から性行為があったことがわかる

【会話やメールの保存方法】
□相手の携帯電話ごと移した動画の形でチャットやメール画面が撮影されている
□いつ、どんな会話がされたか時系列がわかるような複数の画像がある

【音声データの内容】
□肉体関係を認める発言が含まれている

【音声データの保存方法】
□前後の会話が岐路取られていないオリジナルデータを残している

・複数併せることで有力な証拠となり得るもの

浮気相手、もしくはパートナーの SNS の投稿

ラブホテルのレシート、もしくはクレジット明細

肉体関係までは推測しきれないチャットやメール
の会話

□もう片方の同日の SNS の投稿
□家族で共有しているカレンダー
□プレゼントなどを購入していると推測できる
　クレジットカードの明細

□チャットと同日の SNS の投稿
□ホテルのレシート、もしくはクレジットの明細

□浮気相手もしくはパートナーの SNS
□浮気相手と一緒にいたことが推測できるチャットの会話

【事故発生時にやること】

【やってはいけないこと】

□警察へ連絡をする

□加害者と目撃者の
　名前や連絡先をメモする

【加害者】 【目撃者】

□その場の勢いで示談や約束事をしてしまう
□特に痛いところがないからと、病院へ行かない
□自分の判断で通院をやめてしまう
□必要以上に治療費を使う

□氏名
□住所
□電話番号
□車のナンバーと
　持ち主の連絡先

□氏名
□住所
□電話番号
□事故当時の証言を
　してもらえるか

□加害者が保険に
　加入しているか確認する

□自賠責保険に加入しているか
□加入している任意保険会社名
□保険証券の番号

□事故発生時のサービスに何があるか確認する
□自身が加入している保険の特約を確認する
　□人身傷害特約
　□搭乗者傷害特約
　□弁護士費用特約

□自身が加入している
　保険会社に連絡する

□病院へ行く

□軽傷でもケガ人がいる場合は「人身事故」にしてもらう


